
 

 

 

 

 

令和 8 年 7 月 15 日（水）、名取市愛島笠島地内で

建設を進めている川内沢ダムにおいて、ダムの本格的

な運用に向けた試験湛水を開始しました。 

当日は、堤内仮排水路に閉塞ゲートを設置し、ダム

貯水池への貯水を開始しました。実際に水を貯め、貯

水位の変化に伴うダム本体、基礎地盤及び貯水池周

辺の状況等の安全性を確認する重要な工程です。 

 

川内沢ダムは、名取川水系川内沢川の洪水調節及び流水の正常な機能の維持を目的とす

る重力式コンクリートダムです。沿川地域の洪水被害の軽減を図るとともに、渇水時に必要な

河川流量を確保するなど、河川環境の保全に寄与します。 

 試験湛水の開始は、平成 9 年度から進めてきた川内沢ダム建設事業における重要な節目

です。引き続き、関係者が連携し、本格的な運用に向けて必要な確認を行ってまいります。 

  また、土木部職員に限らず、ダム見学も随時受け付けておりますので、是非見学にお越しく

ださい。 
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